
媒体資料

自動車産業の
変革にフォーカスする、
唯一の専門誌。



自動車産業は大転換期に突入しています。つながるク
ルマ、自動運転、シェアリング、電動化。Connected, 

Autonomous, Sharing, Electronic. それぞれの頭
文字をとった「CASE」というキーワードが、次世代
モビリティにつながるとされています。そこには、従
来の自動車産業では考えられなかったテクノロジーや

ネットワーク、ビジネススタイル、社会構造が組み込
まれ、新しい企業がぞくぞくと参入してきます。NEXT 

MOBILITYは、従来のクルマ情報誌ではとらえきれな
かった、変革する自動車産業に特化。自動車社会の
未来に関わるすべての情報を網羅する、全く新しいタイ
プのビジネスマガジンです。

自動車産業の変革に
関わる人にのみ届く、
限定的で確実なメディアです。

NEXT MOBILITYは、
変革する自動車産業に
特化したビジネスマガジンです。
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シェアリング

電動化

材料・加工
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エレクトロ

ニクス

エネルギー 安全・
自動運転

エンジン・
変速機

NEXT
MOBILITY

● EV
● EVの充電規格・充電方式
● ハイブリッド車
● PHEV
● 48Vシステム
● ワイヤレス給電
● SiCパワー素子
● PMモータ
● インホイールモータ
● 燃料電池車
● 全固体電池
● リチウムイオン電池

● 車載ECU
● EMC対策
● 車載OS
● HMI
● セキュリティ対策
● ISO 26262
● パワー半導体
● ゲートドライバー

● 先進運転支援システム（ADAS）
● レーザレーダ
● ミリ波レーダー
● 赤外線センサ
● 車載イメージセンサ
● ASSP（特定用途向け汎用半導体）
● ステレオカメラ
● FPGA
● GPU
● 超小型モビリティ
● 人工知能
● 次世代コンピュータ

● ガソリンエンジン
● ディーゼルエンジン
● 可変バルブタイミング機構
● 可変気筒エンジン
● 自動変速機
● DCT
● CVT

● 新素材
● 樹脂化
● アルミ化
● 高張力鋼板
● インダストリー4.0
● 3Dプリンタ
● タイヤ

● シェアリングエコノミー
● ライドシェアリング
● P2P（Peer to Peer）
● 超小型電気自動車
● フリーフロート型カーシェア
　（スマートキーボックス）
● 日常生活交通

自動車からモビリティへ。
その変化をキャッチアップ。

● 高温ガス炉
● 核融合発電
● 太陽光発電
● メタンハイドレート
● 水素エネルギー
● シェールガス・シェールオイル
● デジタルグリッド
● スマートエネルギーネットワーク
● バイオマスエネルギー
● 燃料電池
● CO2の回収・地中貯留技術
● 藻類エネルギー
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NEXT MOBILITYは、
斬新な視点で、幅広い視野で、
自動車産業の行方を探ります。
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モデルチェンジや特別仕様な
ど、自動車メーカーがリリー
スする新型車速報について、
技術的な背景をもとに、個々
の自動車事業に与える要素や
可能性を見いだします。

走行に関わる部品をはじめ、
カーナビなどの快適な運転を
実現する製品、さらに保険商
品やITソリューションにいた
るまで、幅広く多彩な情報を
お届けします。

自動車産業の変革によって、
自動車に関わる企業情報はも
ちろん、経済、環境、行政、
社会問題なども変化していき
ます。本媒体では、これらも
鋭く捉えていきます。

製造分野、ITテクノロジーな
どのハイテク産業に携わる技
術者・研究者による技術速報。
編集部独自の技術解説／コラ
ム等、多彩な切り口でコンテ
ンツを提供していきます。

主な取材ジャンル一例

ニューモデル 用品・部品・新サービス 企業・経済・社会・話題 自動車技術・テクノロジー

創刊号

vol.2

変わる自動車産業で、
次に生まれるテーマや問題に各号でフォーカス。

連載  日本車の120年
日本の自動車産業の礎となった先人達の挑戦や足跡を振り返る

LEADERS  VOICE 

 トヨタ自動車 友山茂樹 専務役員

 「つながるクルマ」でモビリティの新たな魅力と価値の創造へ

CESで各社が決断した
 「新たな自動車ビジネスの姿」を占う
特集 1

コンプライアンスの真実
● 不祥事の始まりと制度設計の形骸化　● コンプライアンス＝法令順守とする齟

そ

齬
ご

特集 2

エネルギーの未来
● 炭素燃料ビジネスからの視点　● エネルギーインフラからの視点

LEADERS  VOICE 

日野自動車  下 義生 代表取締役社長兼CEO

日野自動車がチャレンジする新たな輸送価値の提供

社会

国土交通省  江坂 行弘氏
2027年、自動車行政の未来を国土交通省に訊く

2027年の自動車
特集

環境 水素の波及、あと33年で2割に到達すると予測 COP23の舞台裏

自動車ビジネス 2017年、電気自動車の進化は止まらない
慶應義塾大学名誉教授／e-Gle社長　清水 浩氏

素材開発 素材と技術の両輪で「次の100年」の移動体験を提供していく
帝人　帆高 寿昌氏

NEXT MOBILITYは、
斬新な視点で、幅広い視野で、
自動車産業の行方を探ります。
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NEXT MOBILITY・WEBサイトは、自動車産業に関わるニュースをいち早くお届けします。
最新記事など毎週約30本公開。関連するプレスリリースも随時紹介しています。
今後、英語・中国語でも展開予定。

https://nextmobility.jp/

WEBサイトは、
変革する自動車産業の
情報のゲートウェイとして展開。
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年間購読をご希望の方は、御社名・部署名・ご担当者名・ご住所・お電話番号を記載の上、
下記メールもしくは FAXにてお申し込みください。
お届け先に「郵便払込取扱票」をご郵送いたしますので、郵便局で振り込みをお願いいたします。
振り込み確認が取れ次第発送の手続きをいたします。（払込手数料のご負担をお願いいたします。）

申し込み先

Mail  a_akazawa@j2complex.co.jp FAX 03-3591-1732

NEXT MOBILITY年間購読のご案内

NEXT ONE 編集タイアップ企画のご案内

編集タイアップ2P 編集タイアップ1P

隔月（偶数月）年6回発行

合計6,510円
購読料

1冊870円（税込み） 郵送料（@215円×6回）6回発行

編集タイアップ企画「NEXT ONE」は、自動車関連産業
の変革の波を支える、新素材や部品、通信、AI、サービ
スなどの事業展開をされている各社様のニュース、新製
品や、今後の戦略を紹介する編集タイアップページです。
各社様が出されている通常のニュースリリースより一歩

踏み込んだ内容で、「NEXT MOBILITY」のスタッフが
取材を行い、記事化していく編集タイアップ企画です。ま
た、この編集タイアップページは、「NEXT MOBILITY」
誌面展開だけでなく、PDFでお渡しすることで二次利用
も可能なコンテンツとしてご利用いただけます。
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自動車産業に精通した編集者が
専門性の高い情報提供を行います。

［発行元］

株式会社ジェイツ・コンプレックス　コンテンツビジネス本部
〒 100-0006  東京都千代田区有楽町1-2-2 東宝日比谷ビル18F　　TEL：03-3501-3233　FAX：03-3591-1732

［お問い合わせ］

株式会社ジェイツ・コンプレックス　コンテンツビジネス本部　受注センター／販売部　TEL：03-3501-3233　FAX：03-3591-1732

https://nextmobility.jp/

創刊 

発行
判型
発行部数

販売チャネル
定価

2017年12月4日
年６回刊（隔月刊）

A4版
20,000部

書店売り・定期購読
870円（消費税込み）

本媒体の主筆は、日刊自動車新聞社・元社長、佃モビリティ総研代
表の佃義夫。編集長は自動車ビジネス誌など複数メディアの創刊を
手がけた、坂上賢治。「製品開発」「生産」「流通」から「アフターマーケッ
ト」にいたるまで、変革する自動車ビジネスに関わる広域な読者に向
け、最新の有益な情報を発信していきます。

http://motorcars.jp/motorcars

京都造形芸術大学を経て日刊自動車新聞社入社。同社出版局に
おいて自動車ビジネス誌「月刊カードック」編集長職を最後に
同社退社。以降、自動車技術分野の強みを活かし、複数の自動
車雑誌・技術誌などにて執筆活動後、編集人として「MOTOR 

CARS」を立ち上げる。

「MOTOR CARS」は、新型車（ニューモデル）・技術解説（カー
テクノロジー）・モータースポーツ・自動車ビジネスなどのクル
マ情報を網羅。自動車ファンに向けたNEWSだけでなく、オピ
ニオンリーダーのコラムやインタビューも掲載。

NEXT MOBILITY 編集長 坂上賢治
PROFILE

佃モビリティ総研は、1970年代における日本のモータリ
ゼーションの本格的幕開けから、日本自動車産業・クルマ社
会をウォッチしてきた代表・佃義夫の経験を踏まえ、業界の
今後の方向・日本のクルマ社会の行方・文化のありかた等に
ついて見つめ続けてきました。この度、当総研は新媒体「NEXT 

MOBILITY」を通して、旧来の自動車社会からモビリティ社
会へと向かう産業構造の変化を、社会の変革として捉えて深
く掘り下げ、独自の情報を発信・提言してまいります。

1970年、中央大学卒業後、日刊
自動車新聞社編集局へ。2002年、
自動車分野担当を経て取締役出版
局長就任。2010年、主箪として
編集局長・常務・専務を歴任後、
代表取締役社長就任。2014年、
顧問職を経て同社を退任し、佃モ
ビリティ総研を立ち上げる。

佃モビリティ総研

NEXT MOBILITY 主筆  佃義夫
PROFILE


